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研究成果の多様化と機関リポジトリ

◼機関リポジトリ

誰でも無償で本文まで閲覧でき、機関に所属する教員が研究成果を公開することができる。

インターネットを通じて世界中の誰もが、 いつでも大学などの学術成果を自由に無料で見られるよう

にすること（オープンアクセス）を目的に構築されている。

大阪大学学術情報庫（OUKA）https://ir.library.osaka-u.ac.jp/portal/about.html

オープンサイエンスの観点から研究データも主要な研究成果の一つになってきている。

研究データ

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/portal/about.html
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• Gargouri, Yassine et al. "Self-Selected or 
Mandated, Open Access Increases Citation 
Impact for Higher Quality Research." PLOS ONE, 
vol. 5, no. 10, 2010, e13636. 

✓ Open Access vs Non-Open Access
✓ Open Access（Mandated） vs Open Access
（Self-Selected） など

• Piwowar, Heather et al. "The State of OA: A 
Large-Scale Analysis of the Prevalence and 
Impact of Open Access Articles." PeerJ, vol. 6, 
2018, e4375. 

✓ GoldOA論文にもGreenOAが効果的
✓ e.g. GoldOA読者は最新論文に着目する傾向があ
り、出版からしばらく経つと被引用数が下降気味
の可能性

これまで多くの研究によって、論文のオープンアクセス化によって被引用数への良い影響を与えることが
明らかになっている。

オープンアクセスのメリット
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既にOA化されている論文に対しても機関リポジトリで公開（グリーンOA）することでさらに被引用数に
良い影響をもたらすことも明らかになっている。

令和5年11月2日, 第27回経済社会の活力WG, https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/reform/wg7/20231102/shiryou4.pdf



オープンアクセスで先行する欧州の動向
－カロリンスカ研究所（大学図書館、RDO）＠スウェーデンー

Ki図書館訪問時の取り組み紹介資料より（掲載許可あり）
Open access at Karolinska Institutet_studiebesök från Japan_2023-03-23
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オープンアクセスで先行する欧州の動向
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7大阪大学E-learning教材「オープンアクセスを巡る状況と大阪大学におけるオープンアクセス支援」 より

オープンアクセスの国内の状況



◼G7科学技術大臣コミュニケ ＠仙台（2023年5月12日-14日）
• G7 は、FAIR 原則に沿って、科学的知識並びに研究データ及び学術出版物を含む公的資金に
よる研究成果の公平な普及による、オープン・サイエンスの拡大のために協力する。

• 公的資金による学術出版物及び科学データへの即時のオープンで公共的なアクセスを支援し、
適切な科学的成果のより広範な共有のための学術出版における課題に対処する科学界の努力
を支持する。

（1.科学研究における自由と包摂性の尊重及びオープン・サイエンスの推進）

◼Ｇ７広島首脳コミュニケ（2023年５月20日）
• Ｇ７は、ＦＡＩＲ原則に沿って、科学的知識並びに研究データ及び学術出版物を含む公的資
金による研究成果の公平な普及による、オープン・サイエンスを推進する。これは、研究者
や人々が恩恵を受けるとともに、グローバルな課題に対する知識、イノベーション及び解決
策を創造することへの貢献を可能にする。（ 40．科学技術）

◼統合イノベーション戦略2023
• G７広島サミット及びＧ７仙台科学技術大臣会合を踏まえ、我が国の競争的研究費制度に
おける 2025 年度新規公募分からの学術論文等の即時オープンアクセスの実現に向けた
国の方針を策定する。（学術論文等のオープンアクセス化の推進）

日本を取り巻く最近の動向



研究データ公開の欧州（スウェーデン）の状況
ースウェーデン国立データサービス（SND）ー

• 欧州は2026年から研究データの公開義務化。

• スウェーデンの場合はSND（スウェーデン国立データサービス）による公開を検討中。
保存場所は各大学のローカルストレージを想定。（センシティブデータは特に）

https://snd.gu.se/en/about-us



◼カロリンスカ研究所、ウプサラ大学、スウェーデン農業大学

• 各自で機関ストレージ（KI Open Archive、DiVA、SLUpub）を所有

• 研究データはSNDのシステム（DORIS）でメタデータを記述し公開

データそのものはSND経由でローカルストレージ上（DAU）に保存

✓KIはデータOA義務化による急速な容量増加に備えて、中央ストレージを開発中

✓ウプサラ大学、SLUはストレージ計画は未定。

研究データ公開の欧州（スウェーデン）の状況

FAIR原則に対応するため、論文公開用の機関リポジトリとデータ公開用リポジトリ（SND）を分けている



「公的資金による学術論文等のオープンアクセスの実現に向けた基本的な考え方」（案）について（補足資料）, 2023年10月19日, 内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20231019/siryo2.pdf

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20231019/siryo2.pdf


大阪大学の研究データ基盤連携
◆ 研究データサイクルの一巡化を実現する各基盤連携の例
（GakuNin RDM・ONION・OUKAの連携）

データを管理・共有

データを保存・共有

データを公開

データを検索・利活用

大阪大学の研究データ基盤連携



研究データ公開に向けた大阪大学の取り組み

公開方法①

登録支援システム経由

今年度実装予定

GRDM-OUKA
連携

ONION-OUKA
連携

測定データ集約配信
システム（コアファシリティ）

研究者

図書館

公開方法③

GakuNinRDM経由

今後NIIと連携が必要

公開方法②

ONION経由

プロトタイプ開発済

◆既存機能の拡張

• 論文＋データ手入力登録

◆新機能の追加

• 論文付随データ

拡張ストレージ ◆ GRDM-OUKA連携

• GRDM‐JAIRO Cloudの連携次第

• 詳細が開示され次第、NECと連携

• GRDM上のメタデータは今後重要になる

ので連携は必須

◆ ONION-OUKA連携モジュール

• 研究者が公開依頼

• 登録データ保存先のリンクなど情報を

 図書館が自動メールで受領

⇒研究者と図書館のやり取りが簡略化
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リポジトリ登録支援システム https://ir-deposit.library.osaka-u.ac.jp/

リポジトリ登録支援システム

https://ir-deposit.library.osaka-u.ac.jp/


大阪大学E-learning教材「「オープンサイエンス時代における研究データマネジメントの基礎について学ぶ」」 より

課題：メタデータ入力方法

リポジトリ登録支援システム
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2022年10月リプレイス
研究データ公開にも対応

データ集約基盤

学内外（国外も含めて）データ共有可能
（リンクを送付・ダウンロード可）

データ管理基盤

学外へ！期待！メタデータ連携
（JPCOARスキーマ）

データ公開基盤

研究データの流れ
2023年度以降に実証試験
・共用機器からの測定データなど

Amazon S3
Azure Blob
Dropbox
Google Drive
One Drive
など

拡張ストレージ 機関ストレージ

メタデータの流れ（期待・検討中）

HyperStore（cloudian製）
スパコン・非スパコン(NextCloud）

研究者

研究者

基盤連携（ONION－OUKA ）

GRDMの一つの保存先



ONION‐OUKA連携モジュール（プロトタイプ）
（高性能計算・データ分析融合基盤協働研究所）

ONION側（研究者） OUKA側（図書館職員）

課題：メタデータ転送
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大阪大学の研究データ基盤連携
◆研究データサイクルの一巡化を実現する各基盤連携の例
（GakuNin RDM・ONION・OUKAの連携）

データを管理・共有

データを保存・共有

データを公開

データを検索・利活用

大阪大学の研究データ基盤連携

大阪大学E-learning教材「「オープンサイエンス時代における研究データマネジメントの基礎について学ぶ」」 より



ご清聴ありがとうございました
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